
Jan., 2006 No.26Jan., 2006 No.26

www.brand-ing.jp

IndexIndex



2



3

The alternative

501



4



5



6



7



8

Q:

Q:



9

Q:

Q:



10



平成１8年1月25日発行（隔月発行）

11

６.「Practice is Branding」

そして一年後。最後に、ブランドアイデンティティを提出して、ブランドづくりはとりあえず一巡します。

しかし、その前にやっておくことがやります。

一つ� 「ブランドは実践で磨かれる現場力」である、と意識付けをする。

　特に「クレーム処理」そして「お客さまからのお褒めの言葉処理」をブランドに組み込んでおくことは、

ここまでのブランドづくり以上に重要な作業なのです。クレームを社内で共有する仕組み。それを、会社の

縦方向（序列）にも、横方向（部署間）にも阻まれず、共有し合える（従って、次に語り合える）環境を

つくっておくことが最も重要な作業だと理解してください。

　さて、ここで「お客さまからのお褒めの言葉処理」というものが出てきました。実にこれが重要。

　こういう「褒められる」ことを重視しておかないと、肝心のクレーム処理が「魔女狩り」になってしまい

ます。結果としてクレームを隠し始める。逆に言えば、社員に「クレームこそ学習機会」という意識をつけ

やすくする効果もあるのです。

　マイナスのフィードバックとプラスのフィードバックを通じて「成長」が生まれます。この時、ブランド

のアイデンティティが、「働く個人のアイデンティティ」へと昇華されるのです。そして、そこにいるのは

「従業員」ではない、まさに「社員」と呼びうる存在になるのです。

現場力こそブランド力！

皆さん、そのために（難しいブランド論に負けず）頑張ってください。

７.　最後に、ブランドは誰のものか？

　ブランドは自分たち（会社＝経営）のもの！という思いこみを捨て、以下のように考えてみませんか？

　ブランドの半分は「お客さまのもの」である、そして残りの半分（の大半）は「このブランドづくりに

参加したいと頑張る者たちのもの」だと。

　これを心に刻んで、もう一度この稿を読み返してください。ブランドへの見方が大きく変わるはずです。

そして、何となくではありますが「成長」が見えてきませんか？きっと、アナタには見える！そう思って

筆を置きます。

この項ここまで。

ブランド経営についてのセミナー講師をお引き受けいたします。

「ブランド経営を取り組みたい」とお考えの経営者様、ブランドマネージメントご担当者様へ

ブランドロジスティクスでは、ブランド経営、ブランディングに関する出張セミナーのお申込みを受付けております。

お客さまのご希望のテーマに沿ってブランド経営セミナーを実施いたします。

スケジュール、料金等についての詳細は、ブランドロジスティクスまでお問合せください。

お問合せ： seminar@brand-ing.jp

PR

一つ� 「常にブランドのアイデンティティを見直し続けられる仕掛け」を組み込んでおく。
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